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市
の
水
防
計
画
に
市
が
管
理

す
る
準
用
河
川
が
20
河
川
あ
る
と
記

載
さ
れ
て
い
る
が
、
ど
の
よ
う
な
維

持
管
理
を
行
っ
て
い
る
か
。

　
　
　
年
１
回
の
堤
防
の
草
刈
り
や
、

状
況
に
応
じ
て
、
堆
積
土
や
雑
木
等

の
し
ゅ
ん
せ
つ
・
撤
去
を
行
っ
て
い

る
。 

ま
た
、
堤
防
や
護
岸
の
損
傷

箇
所
や
ゴ
ミ
な
ど
の
不
法
投
棄
の
監

視
の
た
め
、
河
川
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行

い
、
堤
防
等
の
安
全
確
保
と
河
川
環

境
の
保
全
に
努
め
て
い
る
。

　
　
　
準
用
河
川
に
雨
水
を
安
全
に

流
す
た
め
に
は
、
本
川
で
あ
る
二
級

河
川
の
維
持
管
理
が
重
要
だ
と
考
え

る
。
県
が
管
理
し
て
い
る
市
内
15
河

川
の
二
級
河
川
に
つ
い
て
県
は
ど
の

よ
う
な
維
持
管
理
を
行
っ
て
い
る
か
。

　
　
　
県
は
市
内
全
て
の
二
級
河
川

で
年
1
回
の
堤
防
の
草
刈
り
を
行
っ

て
い
る
。
ま
た
、
河
川
パ
ト
ロ
ー
ル

を
行
い
、
堆
積
土
等
の
状
況
に
応
じ

て
、
順
次
し
ゅ
ん
せ
つ
を
実
施
し
て

い
る
と
聞
い
て
い
る
。

問問 答

答

草刈り等を行い、河川環境の保全
と堤防の安全を確保（折戸川）

松
永
　
　寿
　議
員   

　
　
　
　    （
主
な
答
弁
者
・
・
・
水
資
源
部
長
）

水
害
対
策
強
化
の
た
め
、
二
級
河
川
の
適
切
な
維
持
管
理
を

̶

引
き
続
き
地
元
の
意
見
を
踏
ま
え
、
県
に
要
望
を
行
う̶

　
　
　
新
公
会
計
制
度
へ
の
対
応
は
。

　
　
　
平
成
27
年
の
総
務
大
臣
通
知

で
統
一
的
な
基
準
が
示
さ
れ
、
平
成

28
年
度
決
算
か
ら
統
一
的
な
基
準
で

財
務
書
類
等
を
整
え
て
い
る
。

　
　
　
統
一
的
な
基
準
の
目
的
は
。

　
　
　
「
発
生
主
義
・
複
式
簿
記
の

導
入
」
「
固
定
資
産
台
帳
の
整
備
」

「
比
較
可
能
性
の
確
保
」
に
よ
り
住

民
や
議
会
な
ど
に
対
し
て
財
政
情
報

を
分
か
り
や
す
く
開
示
す
る
と
と
も

に
、
財
政
運
営
や
政
策
形
成
の
基
礎

資
料
と
し
て
資
産
・
債
務
の
管
理
や

予
算
編
成
、
政
策
評
価
等
に
有
効
活

用
す
る
こ
と
で
財
政
の
効
率
化
・
適

正
化
を
促
進
す
る
こ
と
で
あ
る
。

　
　
　
統
一
さ
れ
た
財
務
書
類
や
指

標
を
活
用
で
き
て
い
な
い
の
で
は
。

　
　
　
書
類
や
指
標
は
、
人
口
規
模

や
財
政
構
造
が
類
似
す
る
自
治
体
や

近
隣
自
治
体
と
の
比
較
や
市
の
経
年

比
較
等
を
行
う
こ
と
で
、
今
後
の
財

政
運
営
を
検
討
す
る
際
の
資
料
と
し

て
活
用
す
る
。

問答問問 答

答

鈴
木
　浩
二
　議
員   

　
　
　
　 （
主
な
答
弁
者
・
・
・
企
画
財
政
部
長
）

新
公
会
計
制
度
の
情
報
を
日
々
の
行
財
政
運
営
プ
ロ
セ
ス
で
生
か
す
べ
き

̶

今
後
の
財
政
運
営
を
検
討
す
る
際
の
資
料
と
し
て
活
用
す
る̶

大切な命を守るため、大地震発生
に備えて住宅の耐震改修を

　
　
　
住
宅
用
地
と
し
て
都
市
計
画

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
位
置
付
け
ら
れ

て
い
る
小
垣
江
町
北
部
地
区
に
つ
い

て
、
住
宅
開
発
の
方
針
が
定
ま
ら
な

問 星
野
　雅
春
　議
員   

　
　
　
　 （
主
な
答
弁
者
・
・
・
都
市
政
策
部
長
）

小
垣
江
町
北
部
地
区
の
住
宅
開
発
と
セ
ッ
ト
で
橋
の
設
置
を

̶

橋
梁
設
置
の
必
要
性
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
て
い
き
た
い̶

　
　
　
健
康
寿
命
の
延
伸
と
健
康
格

差
縮
小
の
た
め
の
施
策
は
。

　
　
　
従
業
員
の
健
康
増
進
を
重
視

し
た
健
康
経
営
を
行
う
事
業
所
の
増

加
、
身
近
に
運
動
で
き
る
施
設
整
備

等
、
社
会
全
体
で
健
康
を
守
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
環
境
整
備
を
行
う
。

　
　
　
刈
谷
市
は
市
内
の
事
業
所
が

健
康
経
営
に
取
り
組
み
や
す
い
よ
う
、

「
か
り
や
健
康
づ
く
り
チ
ャ
レ
ン
ジ

宣
言
」
と
い
う
取
組
を
行
っ
て
い
る

が
、
制
度
の
内
容
は
。

　
　
　
健
康
経
営
や
職
場
の
健
康
づ

く
り
に
取
り
組
む
企
業
を
認
定
し
、

優
秀
な
取
組
事
業
所
の
表
彰
を
行
う

制
度
で
あ
る
。
全
国
健
康
保
険
協
会

愛
知
支
部
と
連
携
し
て
実
施
し
て
お

り
、
令
和
２
年
11
月
末
現
在
で
67
の

事
業
所
が
宣
言
を
し
て
い
る
。
　
　

　
　
　
宣
言
を
す
る
事
業
所
が
増
え

れ
ば
市
民
全
体
の
健
康
意
識
の
向
上

に
も
つ
な
が
る
。
今
後
の
取
組
は
。

　
　
　
他
機
関
か
ら
の
協
力
も
得
な

が
ら
、
制
度
の
Ｐ
Ｒ
に
努
め
る
。

問問 問答

答問答

答

答

蜂
須
賀
　信
明
　議
員  

　
　
　   （
主
な
答
弁
者
・
・
・
福
祉
健
康
部
長
）

「
元
気
な
ま
ち
刈
谷
」
を
構
築
し
て
い
く
た
め
の
取
組
を

̶

生
涯
を
通
じ
て
、
心
と
体
の
健
康
を
保
て
る
よ
う
施
策
を
推
進
す
る̶

　
　
　
行
政
の
デ
ジ
タ
ル
化
は
、
労
働

人
口
減
少
に
備
え
こ
れ
ま
で
検
討
さ

れ
て
き
た
。
加
え
て
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
り
喫
緊
の
課
題

と
な
っ
た
。
今
後
の
推
進
計
画
は
。

　
　
　
Ａ
Ｉ
や
Ｒ
Ｐ
Ａ
な
ど
を
活
用

し
、
デ
ジ
タ
ル
化
を
進
め
る
。
災
害

や
感
染
症
、
少
子
高
齢
化
等
の
様
々

な
課
題
に
柔
軟
に
対
応
で
き
る
行
政

へ
変
革
し
、
誰
も
が
便
利
さ
や
快
適

さ
を
実
感
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

に
努
め
る
。

　
　
　
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
で

刈
谷
市
の
教
育
の
目
指
す
姿
は
。

　
　
　
自
ら
の
可
能
性
を
広
げ
、
未

来
の
自
分
を
創
造
で
き
る
子
供
の
姿

を
目
指
し
、
教
育
活
動
に
取
り
組
む
。

　
　
　
今
後
の
推
進
の
考
え
方
は
。

　
　
　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
を
活
用
し
、
論

理
的
思
考
力
、
情
報
活
用
能
力
、
情

報
発
信
力
を
習
得
さ
せ
る
。
将
来
的

に
は
、
全
国
の
子
供
た
ち
と
交
流
が

可
能
と
な
り
、
新
し
い
価
値
の
発
見

な
ど
に
つ
な
が
る
と
考
え
て
い
る
。

問

問問

答

答答

黒
川
　智
明
　議
員  

　
　
　
　   （
主
な
答
弁
者
・
・
・
企
画
財
政
部
長
）

将
来
を
見
据
え
た
刈
谷
市
行
政
の
デ
ジ
タ
ル
化
を

̶

様
々
な
課
題
に
柔
軟
に
対
応
で
き
る
行
政
へ
変
革
す
る̶

　
　
　
刈
谷
市
環
境
都
市
ア
ク
シ
ョ
ン

プ
ラ
ン
で
は
、
Ｃ
Ｏ
２
削
減
目
標
値

を
２
０
３
０
年
度
に
２
０
１
３
年
度

比
で
26
％
減
と
し
て
い
る
。
最
新
の

Ｃ
Ｏ
２
削
減
量
は
。

　
　
　
２
０
１
７
年
度
の
数
値
で

１
３
５
万
５
，０
８
５
ト
ン
で
、
基
準

年
度
の
２
０
１
３
年
度
と
比
較
す
る

と
削
減
量
は
12
万
６
，２
０
８
ト
ン

で
あ
り
、
削
減
割
合
は
８
．
５
％
で

あ
る
。

　
　
　
国
内
外
で
「
２
０
５
０
年
ま

で
の
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
実
質
ゼ

ロ
」
を
表
明
し
て
い
る
。
刈
谷
市
の

環
境
施
策
の
目
標
・
計
画
に
つ
い
て
、

見
直
し
の
考
え
は
。

　
　
　
地
球
温
暖
化
問
題
は
、
一
自

治
体
に
と
ど
ま
る
も
の
で
は
な
く
、

世
界
共
通
の
課
題
で
あ
り
、
国
内
の

み
な
ら
ず
世
界
の
動
き
に
歩
調
を
合

わ
せ
て
取
組
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
。

今
後
、
国
内
外
の
動
向
を
注
視
し
な

が
ら
、
必
要
に
応
じ
て
目
標
・
計
画

の
見
直
し
を
進
め
て
い
く
。

問問 問問答

答

谷
口
　睦
生
　議
員  

　
　
　
　   （
主
な
答
弁
者
・
・
・
産
業
環
境
部
長
）

脱
炭
素
社
会
の
構
築
に
向
け
て
市
の
環
境
施
策
の
見
直
し
を

̶

国
内
外
の
動
向
を
注
視
し
、
必
要
に
応
じ
て
目
標
・
計
画
を
見
直
す̶

　
　
　
コ
ロ
ナ
禍
で
の
水
道
料
金
免

除
の
効
果
に
つ
い
て
ど
う
考
え
る
か
。

　
　
　
５
月
か
ら
上
下
水
道
の
基
本

料
金
の
免
除
を
開
始
し
、
全
て
の
市

民
に
対
し
て
、
迅
速
な
支
援
を
実
施

す
る
こ
と
が
で
き
た
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　
こ
れ
ま
で
の
消
費
税
率
引
き

上
げ
に
対
し
て
、
市
民
が
負
担
し
た

消
費
税
額
は
幾
ら
か
。

　
　
　
税
率
が
５
％
で
あ
っ
た
平
成

25
年
度
は
約
１
億
２
千
万
円
、
税
率

８
％
と
な
っ
た
平
成
26
年
度
は
約
１

億
８
千
万
円
、
税
率
が
10
％
と
な
っ

た
昨
年
度
は
約
２
億
円
で
あ
る
。

　
　
　
税
率
を
10
％
に
引
き
上
げ
た

こ
と
に
よ
る
市
民
負
担
は
、
２
億
円

で
あ
る
こ
と
を
注
視
す
べ
き
で
あ
る
。

負
担
軽
減
の
た
め
、
水
道
料
金
へ
の

消
費
税
転
嫁
を
取
り
や
め
る
べ
き
で

あ
る
が
、
そ
の
考
え
は
あ
る
か
。

　
　
　
消
費
税
は
法
の
規
定
に
よ
り

適
正
に
課
す
必
要
が
あ
る
の
で
、
水

道
料
金
に
つ
い
て
も
同
様
に
消
費
税

を
課
す
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

問問

問

答答

答

山
本
　シ
モ
子
　議
員 

　
　
　  

　 （
主
な
答
弁
者
・
・
・
水
資
源
部
長
）

命
の
水
で
あ
る
水
道
料
金
に
消
費
税
転
嫁
の
取
り
や
め
を

̶

法
の
規
定
に
基
づ
き
水
道
料
金
も
適
性
に
消
費
税
を
課
し
て
い
く̶

　
　
　
大
地
震
発
生
の
確
率
は
時
間

が
た
つ
ほ
ど
高
ま
る
は
ず
で
あ
る
が
、

人
間
の
心
理
と
し
て
は
、
逆
に
危
機

感
が
薄
れ
て
い
っ
て
し
ま
う
。
そ
の

問 新
海
　真
規
　議
員  

　
　
　
　  

　
　 （
主
な
答
弁
者
・
・
・
建
設
部
長
）

住
民
の
大
切
な
命
を
守
り
た
い
と
い
う
切
な
る
思
い
の
発
信
を

̶

耐
震
化
や
減
災
対
策
な
ど
の
啓
発
を
地
区
と
も
連
携
し
て
行
う̶

い
期
間
が
長
過
ぎ
る
が
、
現
状
は
。

　
　
　
早
期
事
業
化
に
向
け
た
勉
強

会
開
催
の
ほ
か
、
ま
ち
づ
く
り
を
考

え
る
た
め
の
組
織
発
足
を
視
野
に
入

れ
た
地
元
調
整
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

　
　
　
依
佐
美
地
区
に
工
業
団
地
が

で
き
る
と
周
辺
地
区
の
交
通
量
の
増

加
が
予
想
さ
れ
る
。
猿
渡
川
を
横
断

す
る
橋
を
架
け
、
車
を
分
散
さ
せ
る

必
要
性
が
あ
る
と
思
う
が
、
ど
う
か
。

　
　
　
都
市
計
画
道
路
元
刈
谷
重
原

線
か
ら
南
側
に
向
か
い
猿
渡
川
を
横

断
し
、
小
垣
江
町
弁
天
交
差
点
付
近

に
つ
な
が
る
路
線
は
、
昭
和
60
年
に

市
道
認
定
し
た
後
、
未
整
備
区
間
と

し
て
現
在
に
至
っ
て
い
る
。
小
垣
江

町
北
部
地
区
の
事
業
計
画
策
定
の
際

に
は
、
未
整
備
区
間
の
整
備
と
と
も

に
、
橋
梁
設
置
の
必
要
性
に
つ
い
て

も
検
討
を
進
め
て
い
き
た
い
。

た
め
、
自
治
体
は
重
ね
て
啓
発
を
す

る
必
要
が
あ
る
。
耐
震
改
修
の
促
進

に
対
す
る
市
の
取
組
は
。

　
　
　
耐
震
啓
発
ロ
ー
ラ
ー
作
戦
や

補
助
金
の
代
理
受
領
制
度
の
創
設
等
、

毎
年
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
　
　
代
理
受
領
制
度
は
、
平
成
30

年
６
月
議
会
で
提
案
し
、
翌
年
か
ら

実
施
し
て
い
る
。
利
用
実
績
は
。

　
　
　
耐
震
改
修
に
お
い
て
、
前
年

度
は
16
件
中
７
件
、
今
年
度
は
７
件

中
４
件
の
方
が
利
用
し
た
。

　
　
　
国
は
昭
和
56
年
６
月
１
日
か

ら
平
成
12
年
５
月
31
日
ま
で
に
着
工

さ
れ
た
住
宅
へ
の
耐
震
補
助
拡
大
を

答答

答 認
め
て
い
る
が
、
所
見
は
。

　
　
　
県
内
に
当
該
期
間
に
お
け
る

補
助
を
実
施
し
て
い
る
自
治
体
は
な

い
が
、
国
や
県
の
動
向
を
注
視
し
、

調
査
研
究
を
す
る
。

補
正
予
算
議
案

補
正
す
る
額
（
一
般
会
計
）

　
３
４
０
万
円

補
正
後
の
予
算
総
額
（
一
般
会
計
）

７
９
９
億
２
，
９
３
７
万
２
千
円

補
正
後
の
予
算
総
額
（
全
会
計
）

  

１
，１
４
１
億
２
，
０
８
３
万
２
千
円

【
事
業
】

　
障
害
福
祉
・
介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用

継
続
Ｐ
Ｃ
Ｒ
等
検
査
費
補
助
事
業

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が

発
生
し
た
障
害
福
祉
・
介
護
サ
ー
ビ

ス
事
業
所
の
サ
ー
ビ
ス
提
供
及
び
障

害
者
・
高
齢
者
の
サ
ー
ビ
ス
利
用
の

継
続
を
支
援
す
る
た
め
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検

査
も
し
く
は
抗
原
定
量
検
査
（
Ｐ
Ｃ

Ｒ
等
検
査
）
の
受
検
費
用
の
一
部
ま

た
は
全
部
を
補
助
し
ま
す
。

　
11
月
臨
時
会
は
11
月
26
日
に
招
集

さ
れ
、
会
期
を
１
日
間
と
し
同
日

閉
会
し
ま
し
た
。

　
一
部
の
議
案
に
つ
い
て
、
反
対

意
見
が
あ
り
ま
し
た
が
、
採
決
の

結
果
、
い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り

可
決
し
ま
し
た
。

■
刈
谷
市
議
会
の
議
員
の
議
員
報

酬
、
費
用
弁
償
及
び
期
末
手
当
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

■
特
別
職
に
属
す
る
職
員
の
給
与

及
び
旅
費
に
関
す
る
条
例
の
一
部

改
正
に
つ
い
て

■
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て

■
刈
谷
市
一
般
職
の
任
期
付
職
員

の
採
用
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部

改
正
に
つ
い
て

　
人
事
院
勧
告
に
基
づ
き
、
期
末

手
当
の
支
給
率
を
改
正
し
ま
す
。

・
損
害
賠
償
の
額
を
定
め
る
専
決
処
分
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
了
承

・
刈
谷
市
議
会
の
議
員
の
議
員
報
酬
、
費
用
弁
償
及
び
期
末
手
当
に
関
す
る

　
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
可
決

・
特
別
職
に
属
す
る
職
員
の
給
与
及
び
旅
費
に
関
す
る
条
例
の

　
一
部
改
正
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
可
決

・
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
（※

）
　
　
　
可
決

・
刈
谷
市
一
般
職
の
任
期
付
職
員
の
採
用
等
に
関
す
る
条
例
の

　
一
部
改
正
に
つ
い
て
（※

）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
可
決

・
令
和
２
年
度
刈
谷
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
７
号
）
　
　
　
　
　
可
決

【
議
員
提
出
議
案
・
１
議
案
】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
可
決
　

・
防
災
・
減
災
、
国
土
強
靱
化
施
策
の
推
進
を
求
め
る
意
見
書
　
　
　

議
決
結
果
一
覧
表
（※

）…

賛
否
が
分
か
れ
た
も
の

条

例

議

案

令和３年４月１日以後に支給する期末手当の支給率の改正

区 分

議員

特別職

一般職

特定任期付職員

１００分の１６５

１００分の１６５

１００分の１２５

１００分の１６５

１００分の１６７．５

１００分の１６７．５

１００分の１２７．５

１００分の１６７．５

改 正 前 改 正 後

令和2年12月に支給する期末手当の支給率の改正

区 分

議員

特別職

一般職

特定任期付職員

１００分の１７０

１００分の１７０

１００分の１３０

１００分の１７０

１００分の１６５

１００分の１６５

１００分の１２５

１００分の１６５

改 正 前 改 正 後

11月臨時会提出議案の賛否 （ ○：賛成　×：反対 ）

自 民 ク ラ ブ 市 民 ク ラ ブ 公明クラブ 清風クラブ
無所属
議員
の会

日本
共産党
議員団

に
じ
い
ろ
の
会

無
所
属

議
　
長

副
議
長

清
水
　
俊
安

外
山
　
鉱
一

稲
垣
　
雅
弘

城
内
　
志
津

山
本
シ
モ
子

牛
田
　
清
博

蜂
須
賀
信
明

鈴
木
　
絹
男

星
野
　
雅
春

新
海
　
真
規

上
田
　
昌
哉

白
土
美
恵
子

松
永
　
　
寿

谷
口
　
睦
生

鈴
木
　
浩
二

黒
川
　
智
明

伊
藤
　
幸
弘

佐
原
　
充
恭

中
嶋
　
祥
元

深
谷
　
英
貴

山
崎
　
高
晴

加
藤
　
廣
行

鈴
木
　
正
人

渡
邊
　
妙
美

近
藤
　
澄
男

葛
原
　
祐
季

揚
張
　
慎
一

加
藤
　
幹
樹

会派名及び議員名

議案名及び議決結果

可
決
可
決

※○

○

○

○

×
×

×
×

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

職員の給与に関する条例の一部改正について

刈谷市一般職の任期付職員の採用等に関する条例の
一部改正について

※議長のため、採決には加わらない

11
月
臨
時
会
開
催

主
な
議
案

〜
特
別
職
等
の
期
末
手
当
を
減
額
す
る
条
例
改
正
を
可
決
〜

　
近
年
、
全
国
各
地
で
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
す
地
震
や
風
水
害
を
は
じ
め
と

す
る
自
然
災
害
が
頻
繁
化
し
て
お
り
、
本
市
に
お
い
て
も
、
南
海
ト
ラ
フ
地
震

等
に
よ
る
震
災
が
危
惧
さ
れ
る
と
と
も
に
、
集
中
豪
雨
や
台
風
の
巨
大
化
な
ど

に
よ
る
風
水
害
の
激
甚
化
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
市
内
に
は
自
動
車

関
連
産
業
の
工
場
が
並
ぶ
な
ど
モ
ノ
づ
く
り
を
中
心
と
し
た
産
業
が
集
積
し
て

お
り
、
こ
れ
ら
の
機
能
を
維
持
す
る
こ
と
は
、
本
市
の
み
な
ら
ず
国
や
県
に

と
っ
て
も
重
要
な
課
題
で
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
に
お
い
て
、
政
府
は
、
防
災
及
び
国
民
経
済
・
生
活
を
支

え
る
重
要
イ
ン
フ
ラ
等
の
機
能
強
化
の
観
点
か
ら
、
特
に
緊
急
に
実
施
す
べ
き

ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
対
策
を
３
年
間
に
集
中
し
て
実
施
す
る
た
め
、
平
成
30
年
12

月
に
「
防
災
・
減
災
、
国
土
強
靱
化
の
た
め
の
３
か
年
緊
急
対
策
」
を
閣
議
決

定
し
、
国
と
地
方
が
一
体
と
な
っ
て
、そ
の
取
組
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
現
在
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡
大
に
よ
り
、
社
会
全
体
に

多
大
な
影
響
が
広
が
っ
て
お
り
ま
す
が
、
今
後
も
大
規
模
な
自
然
災
害
が
想
定

さ
れ
る
中
で
、
国
民
生
活
や
社
会
経
済
活
動
を
停
滞
・
深
刻
化
さ
せ
る
こ
と
な

く
持
続
的
に
発
展
さ
せ
る
た
め
に
は
、
防
災
・
減
災
対
策
及
び
国
土
強
靱
化
施

策
に
関
す
る
財
源
確
保
や
体
制
整
備
を
切
れ
目
な
く
着
実
に
実
施
し
て
い
く
こ

と
が
、
必
要
不
可
欠
と
な
り
ま
す
。

　
よ
っ
て
、
国
に
お
い
て
は
、
引
き
続
き
国
民
の
生
命
・
財
産
や
地
域
産
業
を

守
る
防
災
・
減
災
、
国
土
強
靱
化
施
策
を
推
進
す
る
た
め
、
下
記
事
項
に
つ
い

て
特
段
の
措
置
を
講
じ
ら
れ
ま
す
よ
う
、
強
く
要
望
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

記

１ 

「
防
災
・
減
災
、
国
土
強
靱
化
の
た
め
の
３
か
年
緊
急
対
策
」
後
も
、
国
土

強
靱
化
及
び
イ
ン
フ
ラ
の
老
朽
化
対
策
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
地
方
公
共

団
体
が
策
定
し
た
国
土
強
靱
化
地
域
計
画
を
積
極
的
に
推
進
す
る
た
め
に
必

要
な
予
算
措
置
が
可
能
と
な
る
よ
う
、
補
助
対
象
事
業
を
拡
大
す
る
な
ど
、

安
定
的
か
つ
継
続
的
に
財
源
が
確
保
で
き
る
施
策
の
拡
充
を
図
る
こ
と
。

２
　
災
害
発
生
時
な
ど
、
緊
急
対
策
が
必
要
な
状
況
に
お
い
て
迅
速
に
対
応
で

き
る
よ
う
、
地
方
支
分
部
局
の
組
織
体
制
の
強
化
・
拡
充
を
図
る
こ
と
。

　
以
上
、
地
方
自
治
法
第
99
条
の
規
定
に
よ
り
意
見
書
を
提
出
し
ま
す
。

　
　
令
和
２
年
11
月
26
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

刈  

谷  

市  

議  

会

防
災
・
減
災
、
国
土
強
靱
化
施
策
の
推
進
を
求
め
る
意
見
書

12
月
定
例
会
に
お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ
の
主
な
対
策

■
議
会
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
に
向
け
、
ペ
ー
パ

　
レ
ス
会
議
シ
ス
テ
ム
を
試
行

●
傍
聴
者
の
間
隔
を
空
け
る

●
議
員
、
理
事
者
は
マ
ス
ク
を
着
用

●
換
気
を
約
30
分
ご
と
に
実
施

●
一
般
質
問
の
持
ち
時
間
を
60
分
か
　

　
ら
50
分
に
短
縮

●
密
接
を
避
け
る
た
め
、
議
場
に
入
　

　
る
議
員
の
数
を
減
ら
し
、
別
室
で

　
本
会
議
の
様
子
を
見
ら
れ
る
よ
う

　
モ
ニ
タ
ー
視
聴
を
実
施

　
本
市
議
会
で
は
、
平
成
30
年
12
月

に
議
会
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
研
究
会
を
設
置
し
、

議
会
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
に
向
け
た
取
組
を

検
討
し
て
い
ま
す
。
12
月
定
例
会
で

は
、
ペ
ー
パ
レ
ス
会
議
シ
ス
テ
ム
の

導
入
に
向
け
、
研
究
会
委
員
が
本
会

議
や
委
員
会
に
お
い
て
タ
ブ
レ
ッ
ト

議
会
ト
ピ
ッ
ク
ス

端
末
を
試
験
的
に
使
用
し
、
シ
ス
テ

ム
の
操
作
性
等
を
確
認
し
ま
し
た
。

　
今
回
の
試
行
を
踏
ま
え
、
会
議
シ

ス
テ
ム
等
を
効
果
的
に
活
用
し
、
議

会
の
効
率
化
、
迅

速
化
を
図
れ
る
よ

う
、
今
後
も
検
証

を
続
け
て
ま
い
り

ま
す
。
　

統一された指標等を活用し
効果的な財政運営を


